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ソンチッタナ・ソーラレイ医師
（チッタナ医師）

フレンズ・ウィズアウト・ア・ボーダー ニュースレター２

　前号でお知らせした通り、ラオ・フレンズ小児病院

（LFHC）の建築が始まりました。工事が開始された頃

は、敷地に大きな穴がいくつも掘られた状態でしたが、

時間の経過とともに基礎ができ、柱が立ち、屋根がか

かり……と、着実に完成形へと近づいています。東南

アジアには季節風によってもたらされる雨期と乾期が

あり、ラオスでは 6～10 月頃が雨期。これからは雨

の影響で思うように工事がはかどらないことも予想さ

れ、急ピッチで作業が進められています。

ベースライン・メディカル・サーベイ
（健康基礎調査）が行われました

スタッフの英語教育が始まりました

　建築の進捗を目にするたび、開院に向けてスタッフ

の意気も揚がります。建築現場の職人さん同様、病院

の新スタッフたちも、やる気十分。始まったばかりで、

こなさなければならない準備作業が山とある中、その

山を切り崩すべく、果敢に仕事に取り組んでいます。

　また、英語教育もスタートしました。アンコール小

児病院と同様、院内では英語がスタッフの公用語とな

るため、スタッフには能力別に英語クラスを受講して

もらっています。
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　国際協力の場でよく耳にする“ベースライン・サー

ベイ”という言葉。これは、新しいプロジェクトを始

めるにあたり、現状を把握して方向性を決め、かつ、

後にプロジェクトの成果を評価するために、基点とな

る資料やデータを集める調査を意味します。

　ラオ・フレンズ小児病院（LFHC）でも、約 3ヶ月

の時間をかけ、活動地域でのベースライン・メディカル・

サーベイを行いました。身体検査や血液検査に加え、

医療に関わる現状を聞き取り調査することで実態を分
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析し、把握していきます。現在、第１フェー

ズを無事に終了。地域を変えて同じ調査を行う第 2

フェーズが、もうすぐ始まる予定です。

ラオ・フレンズ小児病院（LFHC）スタッフ紹介
ラオ・フレンズ小児病院（LFHC）プロジェクトの本格始動に合わせ、
職員の雇用も始まりました。これから共に病院を築いていく仲間たち
をご紹介します（名前の下のカッコ内は、普段の呼び名です）。

　私は、子どもたちを助けられる活動の
一員になれたことを、とても嬉しく思っ
ています。また、仲間と共に新しい経験
ができる事も、とても誇りに思っていま
す。村に行って健康基礎調査を行った時
に、子どもたちが笑顔で協力してくれた
ことがとても嬉しかったです。
　子どもに関わる仕事に就くのは初め
ての経験ですが、これからも一生懸命
頑張ります。

　私は、ルアンパバーンの子どもたち
を救うことができるこの活動を知って、
とても興味を持ちました。思い切って
今まで働いていたホテルを辞めて、今
年の 1 月から働き始めました。この仕
事は新しい知識が身に付き、英語を使
う機会も多いので、とても勉強になり
ます。皆が新しいメンバーですが、ど
んな仕事でも全員で協力し合っており、
とてもいい関係が築けています。また、
チームとしての仕事の仕方など色々な
アドバイスをくれる素敵なボスもいま
す。私たちは家族のようになって、ど
んな問題でも皆で解決できると思いま
す。
　私は、このプロジェクトのチームの
一員として、今後も努力をしていきま
す。もっと知識を身に付け、やったこ
とのないことにもチャレンジしたいで
す。また、英語力もさらに磨いていき
たいです。

　ラオ・フレンズ小児病院（LFHC）
で働けることをとても嬉しく思います。
困っている人を手助けすること、子ど
もたちのお世話をすることはとても好
きです。今ここで働いているスタッフ
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オウンプラソン・インタチスさん
（ソンさん）

　2006 年、アメリカから生まれ故郷で
あるラオスに戻った時に、水道や教育、
医療施設といった基本的な設備が整備さ
れていない多くの農村地域を目にしまし
た。それからというもの、私はラオスの
農村部の人々が基本的な生活が送れるよ
うに、取り組んできました。
　そのような信念を持っていた私に
とって、フレンズ・ウィズアウト・ア・
ボーダーの活動の一員になることは、
難しい決断ではありませんでした。こ
の活動によって、ラオスの人々が、よ
り健康で充実した生活を送る手助けが
できるのです。プロジェクト統括とい
う重役を担うことは大きな挑戦でした
が、今まで自分がやってきた経験を活
かしてやってみたいと思いました。今
は人々の生活を変えていけるこの仕事
を、とても楽しんでいます。
　私はアメリカ育ちのラオス人として、
アメリカで育ったことがどんなに特別
であったかを気づかされました。十分
な教育や高度な医療が受けられ、明る
い未来を描くチャンスが与えられてい
たのですから。私はこの活動を行うこ
とにより、今度は私が、ラオスの人々
にお金以上に価値のある知識を分け与
えたいと思っています。
　私はこのような機会に恵まれてとて
も幸せです。ラオ・フレンズ小児病院
での活動を通して、ルアンパバーンの
子どもたちを救うことができると信じ
ています。

　ラオ・フレンズ小児病院の一員とな
れて、とても嬉しいです。この病院の
活動によって、将来、ラオスの子ども
たちの死亡率や疾病率が低下できるよ
うに、頑張ります。

ソーバンディス・ソーリヤさん
（ラさん）

　この病院での仕事は初めての経験ば
かりで、もっと学びたいという気持ち
にさせてくれます。ラオスのルアンパ
バーンの子どもたちや妊婦さんの助けと
なる仕事ができてとても幸せですし、誇
りに思っています。優秀なスタッフにな
るように、さらに努力していきます。

フォネサヴァン・フォンサヴァスさん
（ノルムさん）

ヴィレイコン・ヴィヤコンさん
（プイさん）

ポバナ・アノラッカッン
（ポバナさん）

　心のこもった医療を提供するという
概念は素晴らしく、その概念のもとで
ルアンパバーンの子どもたちのために
働ける機会を得たことを誇りに思いま
す。小児医療の質の改善のため、技術
を磨く機会を得られることも大変嬉し
いです。子どもたちが病気になった時、
彼らは質の高い医療を受けられること
でしょう。また、子どもたちの死亡率
を下げることができるかもしれません
し、ラオス北部の専門的な大学病院
（technical students medical and 
hospital）として、最新の代表的な病
院となることでしょう。

ケゥ　シサイトン
（ケウさん）

　新しいことを互いに学び合い、地域
の人々の健康状態を調査することもで
きるこのプロジェクトチームの一員と
して働けることを、心から嬉しく思い
ます。この仕事がとても好きです。

ソムサグイン・チャンダラック
（ピークさん）

ソムリース・ラッタナサック
（ソムリースさん）

　FWAB のチームの一員として迎えて
いただき、心から感謝しています。ス
タッフとしてのこの 3 カ月間、仕事を
することがとても楽しく、幸せに感じ
ています。全ての業務が初めてなので、
仕事を理解するのは難しかったです。
私はこれまで働いたことがなく、同僚
から新しいことを沢山学びました。こ
の仕事がとても好きです。精一杯頑張
ります。

はみんな初対面ですが、チームとして
とても仲がいいです。共に成長し、お
互いに学び合っていきたいと思ってい
ます。
　初めての業務ばかりなので仕事は難
しいですが、とてもやりがいがありま
すし、新しいことを学ぶいい機会だと
感じています。何もないところから始
まり、1 つずつ積み重ねているところ
です。仕事で問題や課題に直面した時
はいつも、子どもたちや建郎さんの想
いに動かされ、勇気づけられます。
　私はいつも、「彼らにできることは私
にもできる。そして、他人を愛するこ
とは自分自身を愛することである」と、
自分に言い聞かせています。このチー
ムの一員として一生懸命働いていきま
す。どうぞよろしくお願いします。

ソンチッタナ・ソーラレイ医師
（チッタナ医師）
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れ、急ピッチで作業が進められています。

ベースライン・メディカル・サーベイ
（健康基礎調査）が行われました

スタッフの英語教育が始まりました

　建築の進捗を目にするたび、開院に向けてスタッフ

の意気も揚がります。建築現場の職人さん同様、病院

の新スタッフたちも、やる気十分。始まったばかりで、

こなさなければならない準備作業が山とある中、その

山を切り崩すべく、果敢に仕事に取り組んでいます。

　また、英語教育もスタートしました。アンコール小

児病院と同様、院内では英語がスタッフの公用語とな

るため、スタッフには能力別に英語クラスを受講して

もらっています。
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　国際協力の場でよく耳にする“ベースライン・サー

ベイ”という言葉。これは、新しいプロジェクトを始

めるにあたり、現状を把握して方向性を決め、かつ、

後にプロジェクトの成果を評価するために、基点とな

る資料やデータを集める調査を意味します。

　ラオ・フレンズ小児病院（LFHC）でも、約 3ヶ月

の時間をかけ、活動地域でのベースライン・メディカル・

サーベイを行いました。身体検査や血液検査に加え、

医療に関わる現状を聞き取り調査することで実態を分

2014年春・夏号　　　Vol.35

NEWS

病院建築が進んでいます

析し、把握していきます。現在、第１フェー

ズを無事に終了。地域を変えて同じ調査を行う第 2

フェーズが、もうすぐ始まる予定です。

ラオ・フレンズ小児病院（LFHC）スタッフ紹介
ラオ・フレンズ小児病院（LFHC）プロジェクトの本格始動に合わせ、
職員の雇用も始まりました。これから共に病院を築いていく仲間たち
をご紹介します（名前の下のカッコ内は、普段の呼び名です）。

　私は、子どもたちを助けられる活動の
一員になれたことを、とても嬉しく思っ
ています。また、仲間と共に新しい経験
ができる事も、とても誇りに思っていま
す。村に行って健康基礎調査を行った時
に、子どもたちが笑顔で協力してくれた
ことがとても嬉しかったです。
　子どもに関わる仕事に就くのは初め
ての経験ですが、これからも一生懸命
頑張ります。

　私は、ルアンパバーンの子どもたち
を救うことができるこの活動を知って、
とても興味を持ちました。思い切って
今まで働いていたホテルを辞めて、今
年の 1 月から働き始めました。この仕
事は新しい知識が身に付き、英語を使
う機会も多いので、とても勉強になり
ます。皆が新しいメンバーですが、ど
んな仕事でも全員で協力し合っており、
とてもいい関係が築けています。また、
チームとしての仕事の仕方など色々な
アドバイスをくれる素敵なボスもいま
す。私たちは家族のようになって、ど
んな問題でも皆で解決できると思いま
す。
　私は、このプロジェクトのチームの
一員として、今後も努力をしていきま
す。もっと知識を身に付け、やったこ
とのないことにもチャレンジしたいで
す。また、英語力もさらに磨いていき
たいです。

　ラオ・フレンズ小児病院（LFHC）
で働けることをとても嬉しく思います。
困っている人を手助けすること、子ど
もたちのお世話をすることはとても好
きです。今ここで働いているスタッフ
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オウンプラソン・インタチスさん
（ソンさん）

　2006 年、アメリカから生まれ故郷で
あるラオスに戻った時に、水道や教育、
医療施設といった基本的な設備が整備さ
れていない多くの農村地域を目にしまし
た。それからというもの、私はラオスの
農村部の人々が基本的な生活が送れるよ
うに、取り組んできました。
　そのような信念を持っていた私に
とって、フレンズ・ウィズアウト・ア・
ボーダーの活動の一員になることは、
難しい決断ではありませんでした。こ
の活動によって、ラオスの人々が、よ
り健康で充実した生活を送る手助けが
できるのです。プロジェクト統括とい
う重役を担うことは大きな挑戦でした
が、今まで自分がやってきた経験を活
かしてやってみたいと思いました。今
は人々の生活を変えていけるこの仕事
を、とても楽しんでいます。
　私はアメリカ育ちのラオス人として、
アメリカで育ったことがどんなに特別
であったかを気づかされました。十分
な教育や高度な医療が受けられ、明る
い未来を描くチャンスが与えられてい
たのですから。私はこの活動を行うこ
とにより、今度は私が、ラオスの人々
にお金以上に価値のある知識を分け与
えたいと思っています。
　私はこのような機会に恵まれてとて
も幸せです。ラオ・フレンズ小児病院
での活動を通して、ルアンパバーンの
子どもたちを救うことができると信じ
ています。

　ラオ・フレンズ小児病院の一員とな
れて、とても嬉しいです。この病院の
活動によって、将来、ラオスの子ども
たちの死亡率や疾病率が低下できるよ
うに、頑張ります。

ソーバンディス・ソーリヤさん
（ラさん）

　この病院での仕事は初めての経験ば
かりで、もっと学びたいという気持ち
にさせてくれます。ラオスのルアンパ
バーンの子どもたちや妊婦さんの助けと
なる仕事ができてとても幸せですし、誇
りに思っています。優秀なスタッフにな
るように、さらに努力していきます。

フォネサヴァン・フォンサヴァスさん
（ノルムさん）

ヴィレイコン・ヴィヤコンさん
（プイさん）

ポバナ・アノラッカッン
（ポバナさん）

　心のこもった医療を提供するという
概念は素晴らしく、その概念のもとで
ルアンパバーンの子どもたちのために
働ける機会を得たことを誇りに思いま
す。小児医療の質の改善のため、技術
を磨く機会を得られることも大変嬉し
いです。子どもたちが病気になった時、
彼らは質の高い医療を受けられること
でしょう。また、子どもたちの死亡率
を下げることができるかもしれません
し、ラオス北部の専門的な大学病院
（technical students medical and 
hospital）として、最新の代表的な病
院となることでしょう。

ケゥ　シサイトン
（ケウさん）

　新しいことを互いに学び合い、地域
の人々の健康状態を調査することもで
きるこのプロジェクトチームの一員と
して働けることを、心から嬉しく思い
ます。この仕事がとても好きです。

ソムサグイン・チャンダラック
（ピークさん）

ソムリース・ラッタナサック
（ソムリースさん）

　FWAB のチームの一員として迎えて
いただき、心から感謝しています。ス
タッフとしてのこの 3 カ月間、仕事を
することがとても楽しく、幸せに感じ
ています。全ての業務が初めてなので、
仕事を理解するのは難しかったです。
私はこれまで働いたことがなく、同僚
から新しいことを沢山学びました。こ
の仕事がとても好きです。精一杯頑張
ります。

はみんな初対面ですが、チームとして
とても仲がいいです。共に成長し、お
互いに学び合っていきたいと思ってい
ます。
　初めての業務ばかりなので仕事は難
しいですが、とてもやりがいがありま
すし、新しいことを学ぶいい機会だと
感じています。何もないところから始
まり、1 つずつ積み重ねているところ
です。仕事で問題や課題に直面した時
はいつも、子どもたちや建郎さんの想
いに動かされ、勇気づけられます。
　私はいつも、「彼らにできることは私
にもできる。そして、他人を愛するこ
とは自分自身を愛することである」と、
自分に言い聞かせています。このチー
ムの一員として一生懸命働いていきま
す。どうぞよろしくお願いします。

ソンチッタナ・ソーラレイ医師
（チッタナ医師）

フレンズ・ウィズアウト・ア・ボーダー ニュースレター２
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あり、ラオスでは 6～10 月頃が雨期。これからは雨

の影響で思うように工事がはかどらないことも予想さ

れ、急ピッチで作業が進められています。

ベースライン・メディカル・サーベイ
（健康基礎調査）が行われました

スタッフの英語教育が始まりました

　建築の進捗を目にするたび、開院に向けてスタッフ
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ラオ・フレンズ小児病院（LFHC）プロジェクトの本格始動に合わせ、
職員の雇用も始まりました。これから共に病院を築いていく仲間たち
をご紹介します（名前の下のカッコ内は、普段の呼び名です）。

　私は、子どもたちを助けられる活動の
一員になれたことを、とても嬉しく思っ
ています。また、仲間と共に新しい経験
ができる事も、とても誇りに思っていま
す。村に行って健康基礎調査を行った時
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ことがとても嬉しかったです。
　子どもに関わる仕事に就くのは初め
ての経験ですが、これからも一生懸命
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　私は、ルアンパバーンの子どもたち
を救うことができるこの活動を知って、
とても興味を持ちました。思い切って
今まで働いていたホテルを辞めて、今
年の 1 月から働き始めました。この仕
事は新しい知識が身に付き、英語を使
う機会も多いので、とても勉強になり
ます。皆が新しいメンバーですが、ど
んな仕事でも全員で協力し合っており、
とてもいい関係が築けています。また、
チームとしての仕事の仕方など色々な
アドバイスをくれる素敵なボスもいま
す。私たちは家族のようになって、ど
んな問題でも皆で解決できると思いま
す。
　私は、このプロジェクトのチームの
一員として、今後も努力をしていきま
す。もっと知識を身に付け、やったこ
とのないことにもチャレンジしたいで
す。また、英語力もさらに磨いていき
たいです。

　ラオ・フレンズ小児病院（LFHC）
で働けることをとても嬉しく思います。
困っている人を手助けすること、子ど
もたちのお世話をすることはとても好
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（ソンさん）

　2006 年、アメリカから生まれ故郷で
あるラオスに戻った時に、水道や教育、
医療施設といった基本的な設備が整備さ
れていない多くの農村地域を目にしまし
た。それからというもの、私はラオスの
農村部の人々が基本的な生活が送れるよ
うに、取り組んできました。
　そのような信念を持っていた私に
とって、フレンズ・ウィズアウト・ア・
ボーダーの活動の一員になることは、
難しい決断ではありませんでした。こ
の活動によって、ラオスの人々が、よ
り健康で充実した生活を送る手助けが
できるのです。プロジェクト統括とい
う重役を担うことは大きな挑戦でした
が、今まで自分がやってきた経験を活
かしてやってみたいと思いました。今
は人々の生活を変えていけるこの仕事
を、とても楽しんでいます。
　私はアメリカ育ちのラオス人として、
アメリカで育ったことがどんなに特別
であったかを気づかされました。十分
な教育や高度な医療が受けられ、明る
い未来を描くチャンスが与えられてい
たのですから。私はこの活動を行うこ
とにより、今度は私が、ラオスの人々
にお金以上に価値のある知識を分け与
えたいと思っています。
　私はこのような機会に恵まれてとて
も幸せです。ラオ・フレンズ小児病院
での活動を通して、ルアンパバーンの
子どもたちを救うことができると信じ
ています。

　ラオ・フレンズ小児病院の一員とな
れて、とても嬉しいです。この病院の
活動によって、将来、ラオスの子ども
たちの死亡率や疾病率が低下できるよ
うに、頑張ります。

ソーバンディス・ソーリヤさん
（ラさん）

　この病院での仕事は初めての経験ば
かりで、もっと学びたいという気持ち
にさせてくれます。ラオスのルアンパ
バーンの子どもたちや妊婦さんの助けと
なる仕事ができてとても幸せですし、誇
りに思っています。優秀なスタッフにな
るように、さらに努力していきます。

フォネサヴァン・フォンサヴァスさん
（ノルムさん）

ヴィレイコン・ヴィヤコンさん
（プイさん）

ポバナ・アノラッカッン
（ポバナさん）

　心のこもった医療を提供するという
概念は素晴らしく、その概念のもとで
ルアンパバーンの子どもたちのために
働ける機会を得たことを誇りに思いま
す。小児医療の質の改善のため、技術
を磨く機会を得られることも大変嬉し
いです。子どもたちが病気になった時、
彼らは質の高い医療を受けられること
でしょう。また、子どもたちの死亡率
を下げることができるかもしれません
し、ラオス北部の専門的な大学病院
（technical students medical and 
hospital）として、最新の代表的な病
院となることでしょう。

ケゥ　シサイトン
（ケウさん）

　新しいことを互いに学び合い、地域
の人々の健康状態を調査することもで
きるこのプロジェクトチームの一員と
して働けることを、心から嬉しく思い
ます。この仕事がとても好きです。

ソムサグイン・チャンダラック
（ピークさん）

ソムリース・ラッタナサック
（ソムリースさん）

　FWAB のチームの一員として迎えて
いただき、心から感謝しています。ス
タッフとしてのこの 3 カ月間、仕事を
することがとても楽しく、幸せに感じ
ています。全ての業務が初めてなので、
仕事を理解するのは難しかったです。
私はこれまで働いたことがなく、同僚
から新しいことを沢山学びました。こ
の仕事がとても好きです。精一杯頑張
ります。

はみんな初対面ですが、チームとして
とても仲がいいです。共に成長し、お
互いに学び合っていきたいと思ってい
ます。
　初めての業務ばかりなので仕事は難
しいですが、とてもやりがいがありま
すし、新しいことを学ぶいい機会だと
感じています。何もないところから始
まり、1 つずつ積み重ねているところ
です。仕事で問題や課題に直面した時
はいつも、子どもたちや建郎さんの想
いに動かされ、勇気づけられます。
　私はいつも、「彼らにできることは私
にもできる。そして、他人を愛するこ
とは自分自身を愛することである」と、
自分に言い聞かせています。このチー
ムの一員として一生懸命働いていきま
す。どうぞよろしくお願いします。



フレンズ・ウィズアウト・ア・ボーダー ニュースレター

「今月の出来事」から

　HIV クリニックでは、医師、看護師、ボランティアさんが、
毎 日来る患者さんの対応に追われています。日々増えてい 
る新しい感染症者に段々と手が足りなくなってきていると
話していました。 だったら検査の数字はうなぎ上りに ...... と
思ったら、減っている。なぜ ? 答えは、「検査キットがなく
て検査をしたくてもできない」のだそうです。そしてさらに、
陽性と判明した人た ちに行う身体の抵抗力を判断するため
の検査も、試薬の不足により実施されていない状況だとわ
かりました。 また、小児の患者さんでは、家族の認識、モチ
ベーションを高めるのがとても大変なのだそうです。これはど
こも同じですね。日々の生活に追われていて、いつも同じ人が
病院 へ付き添いに来るということすらとても難しいのです。そ
れができるような環境、状況を作るにはどうするかを追求しな

ければならないけど、簡単じゃないんです。色んな山があるん
です。その山が少しでも低くなるように、このHIVチー ムと一
緒に頑張ります!〈ラオス9～10月の出来事より〉

　村の人々が手の届か
ない医療を身近に感じて
もらうこと、疾病の予防
への意識を高めること、
そのきっかけを提供して
いくことが健康教育活動
の趣旨ですが、もうひと

つの目的は、地元のスタッフを教育し、提供する医療レベルの
向上を目指すことです。小児の専門医師がとても少なく、国内
でも小児医療の手ほどきを受けるチャンスはなかなかありませ
ん。もちろん、知識は持っているのですが、それが十分に発揮
されず、見逃されてしまっている疾患予備軍や、放置されてい
る疾患もあります。痛みのある子どもの痛みを取ることには目
が向いても、痛みや苦痛を訴えていない子どもは健康と判断さ
れてしまっている例が多く見受けられました。特に成長や発達
に関しては、全くと言ってよいほど目が向けられていなかった
ようです。これらは今後の医療指導の課題となっていくでしょ
う。栄養教育に関しては「専門家を呼んでレクチャーをしても
らう」と現地スタッフは言っていたのですが、どこかの大先生
が来るよりは、既に人間関係が構築されている現地スタッフが
自らすることの方が教育の効果はずっと高いはずです。という
ことで、教材や指導の仕方を伝授し、早速、教育デビュー! 「で
きるかな‥」緊張気味でしたが、終わった後には「Good!!」と気
持ちよさそうでした。

2 名(日本人 1 名、カンボジア人 1 名)のボランティア医師も参加
して指導に当たってくれました。今回は成長と発達に焦点を当
て、レクチャーと実際に患者さんを診察しながら、小児診療の
実際、記録の仕方、処方の仕方などを指導しました。指導を受
ける前は、「どんなことがわからない?」と聞くと「特に問題はな
いのですが…」と言っていた現地医療スタッフ。ところが指導
を受けてみると、色 と々気付かされたことがあったようです。カ
ンボジアから参加した医師は「自分たちの若い頃を見ているよ
うだ。“できる”と思い込んでいるんだ。そして、機械のように
診察と処方を繰り返してしまう。大事なところを見逃してしま
うことに気が付かないんだ。」と言っていました。まさに、その
通りだなと思います。実際に自分が経験したことがあるので、
そのカンボジア人医師の言葉は重みがありますね。現地のス
タッフのやる気も満々でした。新しいことに気が付き「パッ!」と
目が覚めたような表情をしていました。いいですね! 今後も医
療ボランティアのご協力を得ながら、このモバイルクリニックをよ
り良いものにしていきたいです。〈ミャンマー8月の出来事より〉

　ルアンパバーンで第 1 回チャリティーハーフマラソンが行
われました。丁度、私も現地にいたので、7 キロコースに飛
び入り参加してしまいました ! 各国からの参加者は400～500
名でしたが、ローカルの参加者がとても多く、また沿道で は、
子どもたちや地元の店舗からの応援があり、“地元密着感”
がたっぷりのほのぼのマラソンイベントでした。いい感じで
す。 今回は子どもの支援をする国際 NPO のためのチャリ
ティーでした。 来年はラオ・フレンズ小児病院にもスタッフ
がいるので、みんなで参加ですね!ん?来年あるのかな?

〈ラオス9～10月の出来事より〉
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　村では、一度は休止となったこのモバイルクリニックの再開
をとても喜んでいました。支援団体は変わったけれど、継続
することができることをこうしてバナーに記してくれていまし
た。こうした一つ一つのことが、村と地元スタッフの団結力を
感じさせてくれます。誰かに言われてやっているというのでは
ない、全ての人が参加して成功を目指している様子がよく伝
わってきます。 最初のモバイルクリニックは、開けてびっくり
「あれがない!」「順番が違う!」「なんでこうなってんの?」とい
う中でバタバタでしたが、まずまずの成果があったと思いま
す。短い期間のプロジェクトを次へのステップとするために
は、このチャンスを有効に使わなければなりません。2 回目も
気を抜かずにエイエイオー!

今回のラオスミニ
情報は、“意外に
寒いラオス”です。
単に寒いではな
く、“すごく寒い”
です。朝は白い息
が出るくらいで、

手もかじかむ。先日は朝 5 °Cを記録しました。家のつくり
も日本のように断熱仕様になっていませんから、外気温と
変わらないのです。ダウンジャッケットを着て寝ていました。
午後も日が陰ってくると一気に気温が下がってきますので、
ブルブルです。ヒーターなどの暖房器具は一般的ではなく、
もっぱら火鉢。それも室婦負（←ですか？）では使えないの
で、日中も毛糸の温かなひざ掛けなしではいられません。

町の古着屋さんには、厚手のジャッケットの山に人だかり
ができていました。
　こういう時にはお風呂が恋しいですが、ないものねだり
はいかんですね。村の中では水しかない家庭もいっぱいあ
るのだし、さらに山の村では、気温はもっと低いはずです
ものね。ラオスの寒さを感じて“生きているな～”としみじ
み感じる今日この頃です。〈ラオス11～12月の出来事より〉

健康教育デビューの地元スタッフ
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▲毎回かわいい子供たちに出会います。
そして、お友だちになります。 それから
、いっぱい元気をもらいます。 感謝です

▲日本からのボランティア医師によ
るレクチャーの様子 

▲カンボジアからのボランティア医
師によるベッドサイド指導の様子

頑張るウーマンパワー!左からメディカルアシスタント2名とボランティアさん

◀沿道で応援してくれた 
Boys and Girls!

▶参加者はスタート
地点で準備体操

▶
命
の
火
鉢

▼こんな温かひざ掛
けが必須です!

▲古着屋さんの人だかり

▼村で用意
してくれた
バナー

フレンズ・ウィズアウト・ア・ボーダー ニュースレター

「今月の出来事」から

　HIV クリニックでは、医師、看護師、ボランティアさんが、
毎 日来る患者さんの対応に追われています。日々増えてい 
る新しい感染症者に段々と手が足りなくなってきていると
話していました。 だったら検査の数字はうなぎ上りに ...... と
思ったら、減っている。なぜ ? 答えは、「検査キットがなく
て検査をしたくてもできない」のだそうです。そしてさらに、
陽性と判明した人た ちに行う身体の抵抗力を判断するため
の検査も、試薬の不足により実施されていない状況だとわ
かりました。 また、小児の患者さんでは、家族の認識、モチ
ベーションを高めるのがとても大変なのだそうです。これはど
こも同じですね。日々の生活に追われていて、いつも同じ人が
病院 へ付き添いに来るということすらとても難しいのです。そ
れができるような環境、状況を作るにはどうするかを追求しな

ければならないけど、簡単じゃないんです。色んな山があるん
です。その山が少しでも低くなるように、このHIVチー ムと一
緒に頑張ります!〈ラオス9～10月の出来事より〉

　村の人々が手の届か
ない医療を身近に感じて
もらうこと、疾病の予防
への意識を高めること、
そのきっかけを提供して
いくことが健康教育活動
の趣旨ですが、もうひと

つの目的は、地元のスタッフを教育し、提供する医療レベルの
向上を目指すことです。小児の専門医師がとても少なく、国内
でも小児医療の手ほどきを受けるチャンスはなかなかありませ
ん。もちろん、知識は持っているのですが、それが十分に発揮
されず、見逃されてしまっている疾患予備軍や、放置されてい
る疾患もあります。痛みのある子どもの痛みを取ることには目
が向いても、痛みや苦痛を訴えていない子どもは健康と判断さ
れてしまっている例が多く見受けられました。特に成長や発達
に関しては、全くと言ってよいほど目が向けられていなかった
ようです。これらは今後の医療指導の課題となっていくでしょ
う。栄養教育に関しては「専門家を呼んでレクチャーをしても
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毎 日来る患者さんの対応に追われています。日々増えてい 
る新しい感染症者に段々と手が足りなくなってきていると
話していました。 だったら検査の数字はうなぎ上りに ...... と
思ったら、減っている。なぜ ? 答えは、「検査キットがなく
て検査をしたくてもできない」のだそうです。そしてさらに、
陽性と判明した人た ちに行う身体の抵抗力を判断するため
の検査も、試薬の不足により実施されていない状況だとわ
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ベーションを高めるのがとても大変なのだそうです。これはど
こも同じですね。日々の生活に追われていて、いつも同じ人が
病院 へ付き添いに来るということすらとても難しいのです。そ
れができるような環境、状況を作るにはどうするかを追求しな

ければならないけど、簡単じゃないんです。色んな山があるん
です。その山が少しでも低くなるように、このHIVチー ムと一
緒に頑張ります!〈ラオス9～10月の出来事より〉

　村の人々が手の届か
ない医療を身近に感じて
もらうこと、疾病の予防
への意識を高めること、
そのきっかけを提供して
いくことが健康教育活動
の趣旨ですが、もうひと

つの目的は、地元のスタッフを教育し、提供する医療レベルの
向上を目指すことです。小児の専門医師がとても少なく、国内
でも小児医療の手ほどきを受けるチャンスはなかなかありませ
ん。もちろん、知識は持っているのですが、それが十分に発揮
されず、見逃されてしまっている疾患予備軍や、放置されてい
る疾患もあります。痛みのある子どもの痛みを取ることには目
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実際、記録の仕方、処方の仕方などを指導しました。指導を受
ける前は、「どんなことがわからない?」と聞くと「特に問題はな
いのですが…」と言っていた現地医療スタッフ。ところが指導
を受けてみると、色 と々気付かされたことがあったようです。カ
ンボジアから参加した医師は「自分たちの若い頃を見ているよ
うだ。“できる”と思い込んでいるんだ。そして、機械のように
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うことに気が付かないんだ。」と言っていました。まさに、その
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子どもたちや地元の店舗からの応援があり、“地元密着感”
がたっぷりのほのぼのマラソンイベントでした。いい感じで
す。 今回は子どもの支援をする国際 NPO のためのチャリ
ティーでした。 来年はラオ・フレンズ小児病院にもスタッフ
がいるので、みんなで参加ですね!ん?来年あるのかな?

〈ラオス9～10月の出来事より〉
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　村では、一度は休止となったこのモバイルクリニックの再開
をとても喜んでいました。支援団体は変わったけれど、継続
することができることをこうしてバナーに記してくれていまし
た。こうした一つ一つのことが、村と地元スタッフの団結力を
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「あれがない!」「順番が違う!」「なんでこうなってんの?」とい
う中でバタバタでしたが、まずまずの成果があったと思いま
す。短い期間のプロジェクトを次へのステップとするために
は、このチャンスを有効に使わなければなりません。2 回目も
気を抜かずにエイエイオー!

今回のラオスミニ
情報は、“意外に
寒いラオス”です。
単に寒いではな
く、“すごく寒い”
です。朝は白い息
が出るくらいで、

手もかじかむ。先日は朝 5 °Cを記録しました。家のつくり
も日本のように断熱仕様になっていませんから、外気温と
変わらないのです。ダウンジャッケットを着て寝ていました。
午後も日が陰ってくると一気に気温が下がってきますので、
ブルブルです。ヒーターなどの暖房器具は一般的ではなく、
もっぱら火鉢。それも室婦負（←ですか？）では使えないの
で、日中も毛糸の温かなひざ掛けなしではいられません。

町の古着屋さんには、厚手のジャッケットの山に人だかり
ができていました。
　こういう時にはお風呂が恋しいですが、ないものねだり
はいかんですね。村の中では水しかない家庭もいっぱいあ
るのだし、さらに山の村では、気温はもっと低いはずです
ものね。ラオスの寒さを感じて“生きているな～”としみじ
み感じる今日この頃です。〈ラオス11～12月の出来事より〉

健康教育デビューの地元スタッフ
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フレンズ・ウィズアウト・ア・ボーダー ニュースレター

ご支援の方法をお選びいただけます。

● 一般賛助会員　：　年会費1口6,000円
● 学生賛助会員　：　年会費1口3,000円
● 一般寄付　　　：　金額・回数はご自由です
　　
支援者には年2回発行のニュースレターをお送りするほか、
報告会やイベントの案内などをお届けします。
　　
● 正会員　：　年会費1口12,000円

 　　　　　団体・法人30,000円

● 郵便口座
加入者名：特定非営利活動法人フレンズ・ウィズアウト・ア
　　　　　・ボーダーJAPAN

００１６０－０－５４６２１７

● 銀行口座
銀行名：三菱東京UFJ銀行 中目黒支店　
口座番号：普通預金 ０４２００４１　
口座名：トクヒ）フレンズ・ウィズアウト・ア・ボーダー
　　　　ジャパン　

● クレジット決済

アジアの子どもたちを支援する
フレンズ・ウィズアウト・ア・ボーダー JAPAN
に皆さまのご協力をお願いいたします。

ご支援に
ついて

正会員には、ニュースレターや報告会・イベントの案内な
どをお送りするほか、年１回の定時総会において、団体の
意思決定について参加していただけます（委任状の提出も
可能です）。

※正会員は、当法人が定める入会申込書を別途ご提出くだ
さい。

ご寄付を希望される方には、専用の郵便口座の振込用紙を
お送りしております。ホームページのフォーム、もしくは
お電話でご請求ください。郵便局や銀行に備え付けの用紙
を使っていただいてもかまいません。

ご自宅からインターネットを通じ、クレジットカードでご
寄付ができます。フレンズJAPANのホームページ
www.fwab.jpにアクセスし、手順に沿ってお手続きくださ
い。

※ご寄付には寄付金控除の可能な領収証を発行いたします。

※銀行からのお振込みや、ご自身の郵便口座より郵便振替で
　直接送金される場合、お手数ですが必ず、お名前、郵便番
　号、ご住所をお知らせください。

※アンコール小児病院（カンボジア）に限定したご支援をご
　希望される方は、その旨を事務局までお知らせください。
（振込用紙使用の場合はカンボジア寄付とご記入ください）
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支援者
紹介

　中山身語正宗は、佐賀県の瀧光徳寺を大本山とし、全国
に末寺院等を多く持つ仏教の宗団です。フレンズとのご縁
は、1997年、広島にある法瀧寺の故・齋藤法明住職との出
会いから始まります。フレンズの活動にご賛同いただき、ア
ンコール小児病院の開院にご尽力くださいました。特に、
2003年に医療教育センターをオープンするにあたっては、
多大なるご支援をいただいています。
　この医療教育センターは、医師や看護師をはじめとする
カンボジア人医療従事者の育成を目的に設置されたもので
す。ここで行われる教育プログラムに対して、大本山瀧光
徳寺からもご支援いただけることとなり、2003年から2013
年までの10年間に渡り、感謝運動基金を通じて支えていた
だきました。
　カンボジアでは、ポル・ポト時代に多くの医療従事者を
失っており、人材育成は必須かつ急務でした。また、アン
コール小児病院を将来自立させる目標のためにも、現地ス
タッフを育てるのはとても重要で、医療教育はフレンズの
活動の大きな柱となっています。そうした事情にご理解と
共感をいただき、長期に渡る支援を続けてくださったこと
に、心から感謝いたします。
　このたび、ラオスでの新プロジェクトが始動するにあたっ
ても、すぐに応援の声をかけてくださいました。病院建築資
金の支援のほか、複数年に渡る活動資金の支援のお申し出
があったのです。たいへん心強く、ありがたいお申し出だっ
たことは言うに及びません。
　こうした支援活動に積極的に取り組み、あたたかいご理
解とご協力をくださる中山身語正宗のお同行の皆さま、い
つもありがとうございます。皆さまのお気持ちが大きな力と
なり、プロジェクトを支えてくださっています。今後とも、
よろしくお願いいたします。

中山身語正宗のお同行の皆さま

　ミャンマーのNGO／ゴールドミャンマーが行う小児を対
象としたモバイルクリニック（移動診療）への支援は、予定
していた2013年7月～2014年1月までを、無事に終了するこ
とができました。それに伴い、活動の成果や課題等を総括。
プロジェクトの意義や成果を実感できる結果を得たと自負し
ています。
　この結果を踏まえ、支援の継続を提案したところ、フレン
ズ JAPANの理事会と総会で承認を得ることができました。
よって、今年度も9ヶ月の期間で、ミャンマーでのモバイル
クリニック（移動診療）をバックアップします。資金面での
支援もありますが、それ以上に、ゴールドミャンマー主導の
プロジェクトに対し、より効率的、効果的な活動になるよう
アドバイスすることが大事な役割と考えています。
　経済発展著しいミャンマーですが、その分、都市部と農村
部、富裕層と貧困層の格差が広がっており、それと比例して

活動報告
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教育格差や医療格差も生じているのが現状です。経済的な
問題だけでなく、道路や交通の整備がないといったインフラ
の問題もあり、農村部の子どもたちは、病気になっても医療
機関を受診するのが容易ではありません。それ以前に、子ど
もが病気（栄養失調など）にかかっていると認識できない親
も多く見受けられました。
　農村部には、医療チームが足を運ぶモバイルクリニック
（移動診療）を心待ちにしている人々が大勢います。待ち時
間を利用した
栄養教育も合
わせて行い、
少しでも医療
環境の改善に
つなげていけ
ればと思って
います。

　開院から15年経ったアンコール小児病院では、時間の経
過とともに変化したスタッフや患者さんのニーズに合わせ、
昨年より大規模なリフォーム＆増築工事が行われていました
が、ついに完成。4月２８日、カンボジア保健省大臣のマ
ン・ブン・ヘン氏、シェムリアップ州副知事のサン・リハ氏
をはじめ、100人を超える地元の子どもたちが出席し、新外
来オープン式典が行われました。
　このリフォームにより、より高度で機能的な診療ができる
ようになります。また、支援者の皆さまにはなじみ深いビジ
ターセンターも、リニューアルオープンしました。新生アン
コール小児病院を、どうぞよろしくお願いいたします。

ミャンマーでの支援活動を継続します

アンコール小児病院が
リニューアルオープンしました

カンボジアの日本大使館から
助成金が贈られました

　在カンボジア日本国大使館より助成金（草の根基金）が
贈られ、隈丸優次大使がアンコール小児病院を訪問されま
した。
　日本外務省の草の根基金は、国同士の協力体制を深めるこ
とはもちろん、地域組織を通して、より直接的に市民への支
援を行うことを目的としています。アンコール小児病院が、
草の根基金運営先として適切な組織と認められたのは、とて
も光栄なことです。
「今後、よりいっそう協力し合い、地域の発展のために働い
ていきましょう」と、隈丸大使からお言葉をいただきました。
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よろしくお願いいたします。

中山身語正宗のお同行の皆さま

　ミャンマーのNGO／ゴールドミャンマーが行う小児を対
象としたモバイルクリニック（移動診療）への支援は、予定
していた2013年7月～2014年1月までを、無事に終了するこ
とができました。それに伴い、活動の成果や課題等を総括。
プロジェクトの意義や成果を実感できる結果を得たと自負し
ています。
　この結果を踏まえ、支援の継続を提案したところ、フレン
ズ JAPANの理事会と総会で承認を得ることができました。
よって、今年度も9ヶ月の期間で、ミャンマーでのモバイル
クリニック（移動診療）をバックアップします。資金面での
支援もありますが、それ以上に、ゴールドミャンマー主導の
プロジェクトに対し、より効率的、効果的な活動になるよう
アドバイスすることが大事な役割と考えています。
　経済発展著しいミャンマーですが、その分、都市部と農村
部、富裕層と貧困層の格差が広がっており、それと比例して
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教育格差や医療格差も生じているのが現状です。経済的な
問題だけでなく、道路や交通の整備がないといったインフラ
の問題もあり、農村部の子どもたちは、病気になっても医療
機関を受診するのが容易ではありません。それ以前に、子ど
もが病気（栄養失調など）にかかっていると認識できない親
も多く見受けられました。
　農村部には、医療チームが足を運ぶモバイルクリニック
（移動診療）を心待ちにしている人々が大勢います。待ち時
間を利用した
栄養教育も合
わせて行い、
少しでも医療
環境の改善に
つなげていけ
ればと思って
います。

　開院から15年経ったアンコール小児病院では、時間の経
過とともに変化したスタッフや患者さんのニーズに合わせ、
昨年より大規模なリフォーム＆増築工事が行われていました
が、ついに完成。4月２８日、カンボジア保健省大臣のマ
ン・ブン・ヘン氏、シェムリアップ州副知事のサン・リハ氏
をはじめ、100人を超える地元の子どもたちが出席し、新外
来オープン式典が行われました。
　このリフォームにより、より高度で機能的な診療ができる
ようになります。また、支援者の皆さまにはなじみ深いビジ
ターセンターも、リニューアルオープンしました。新生アン
コール小児病院を、どうぞよろしくお願いいたします。

ミャンマーでの支援活動を継続します

アンコール小児病院が
リニューアルオープンしました

カンボジアの日本大使館から
助成金が贈られました

　在カンボジア日本国大使館より助成金（草の根基金）が
贈られ、隈丸優次大使がアンコール小児病院を訪問されま
した。
　日本外務省の草の根基金は、国同士の協力体制を深めるこ
とはもちろん、地域組織を通して、より直接的に市民への支
援を行うことを目的としています。アンコール小児病院が、
草の根基金運営先として適切な組織と認められたのは、とて
も光栄なことです。
「今後、よりいっそう協力し合い、地域の発展のために働い
ていきましょう」と、隈丸大使からお言葉をいただきました。



フレンズ・ウィズアウト・ア・ボーダー ニュースレター

ご支援の方法をお選びいただけます。

● 一般賛助会員　：　年会費1口6,000円
● 学生賛助会員　：　年会費1口3,000円
● 一般寄付　　　：　金額・回数はご自由です
　　
支援者には年2回発行のニュースレターをお送りするほか、
報告会やイベントの案内などをお届けします。
　　
● 正会員　：　年会費1口12,000円

 　　　　　団体・法人30,000円

● 郵便口座
加入者名：特定非営利活動法人フレンズ・ウィズアウト・ア
　　　　　・ボーダーJAPAN

００１６０－０－５４６２１７

● 銀行口座
銀行名：三菱東京UFJ銀行 中目黒支店　
口座番号：普通預金 ０４２００４１　
口座名：トクヒ）フレンズ・ウィズアウト・ア・ボーダー
　　　　ジャパン　

● クレジット決済

アジアの子どもたちを支援する
フレンズ・ウィズアウト・ア・ボーダー JAPAN
に皆さまのご協力をお願いいたします。

ご支援に
ついて

正会員には、ニュースレターや報告会・イベントの案内な
どをお送りするほか、年１回の定時総会において、団体の
意思決定について参加していただけます（委任状の提出も
可能です）。

※正会員は、当法人が定める入会申込書を別途ご提出くだ
さい。

ご寄付を希望される方には、専用の郵便口座の振込用紙を
お送りしております。ホームページのフォーム、もしくは
お電話でご請求ください。郵便局や銀行に備え付けの用紙
を使っていただいてもかまいません。

ご自宅からインターネットを通じ、クレジットカードでご
寄付ができます。フレンズJAPANのホームページ
www.fwab.jpにアクセスし、手順に沿ってお手続きくださ
い。

※ご寄付には寄付金控除の可能な領収証を発行いたします。

※銀行からのお振込みや、ご自身の郵便口座より郵便振替で
　直接送金される場合、お手数ですが必ず、お名前、郵便番
　号、ご住所をお知らせください。

※アンコール小児病院（カンボジア）に限定したご支援をご
　希望される方は、その旨を事務局までお知らせください。
（振込用紙使用の場合はカンボジア寄付とご記入ください）
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支援者
紹介

　中山身語正宗は、佐賀県の瀧光徳寺を大本山とし、全国
に末寺院等を多く持つ仏教の宗団です。フレンズとのご縁
は、1997年、広島にある法瀧寺の故・齋藤法明住職との出
会いから始まります。フレンズの活動にご賛同いただき、ア
ンコール小児病院の開院にご尽力くださいました。特に、
2003年に医療教育センターをオープンするにあたっては、
多大なるご支援をいただいています。
　この医療教育センターは、医師や看護師をはじめとする
カンボジア人医療従事者の育成を目的に設置されたもので
す。ここで行われる教育プログラムに対して、大本山瀧光
徳寺からもご支援いただけることとなり、2003年から2013
年までの10年間に渡り、感謝運動基金を通じて支えていた
だきました。
　カンボジアでは、ポル・ポト時代に多くの医療従事者を
失っており、人材育成は必須かつ急務でした。また、アン
コール小児病院を将来自立させる目標のためにも、現地ス
タッフを育てるのはとても重要で、医療教育はフレンズの
活動の大きな柱となっています。そうした事情にご理解と
共感をいただき、長期に渡る支援を続けてくださったこと
に、心から感謝いたします。
　このたび、ラオスでの新プロジェクトが始動するにあたっ
ても、すぐに応援の声をかけてくださいました。病院建築資
金の支援のほか、複数年に渡る活動資金の支援のお申し出
があったのです。たいへん心強く、ありがたいお申し出だっ
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カンボジアとラオスのお正月

　日本をはじめ多くの国では新年は１月１日ですが、こ
れは新暦（グレゴリオ暦）を使用しているため。しかし世
界には様々な暦が存在しますから、国により新年の時期
も異なります。中国文化圏のお正月が旧暦で祝われるこ
とは有名ですね。
　カンボジアやラオスなどメコン川流域の国々の多くは
4月の中旬に新年を迎えます。この時期は１年で最も熱
さが厳しいせいか、お正月＝水かけ祭という風習があり
ますが、国により、多少の違いはあるようです。
　たとえば、カンボジアでは、どの家も派手な正月飾り
を飾り、食べて、飲んで、歌って……と、賑やかに３が日
を過ごします。水をかけ合う水かけ祭は、シェムリアップ
などの観光地では禁止となり、近年は行われる地域が少
なくなりました。
　ラオスは、カンボジアに比べるとおとなしい印象を受

けます。派手な飾りもありません。が、水かけ祭は激しく、外
を歩けば濡れるのが当たり前なので、携帯電話など決し
て濡らしたくない物は、ビニールやプラスチックケースに
入れて持ち歩くのだそうです。水かけに大量の水を消費
するため、生活用水を確保するために、どの家庭でも大き
な水瓶を正月用に準備しなくてはならないほどだとか。
　お正月文化も、それぞれですね。

　まずはオフィスがなければ始まらない……と考えていたところ、ルアンパバーン県保健
局からお部屋を提供していただけることになり、スタッフの活動拠点ができました。という
ことで、さっそく模様替えです。掃除をし、部屋をフレン
ズカラーにペイント。デスクや備品も揃え、仮ではある
けれど、現況では十分過ぎるほどのお城が完成しまし
た！
　このオフィスで、新しいスタッフたちが、ラオ・フレン
ズ小児病院（LFHC）の開院に向けて頑張っています。
皆さまの変わらぬご支援を、どうぞよろしくお願いい
たします。
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ラオスの仮オフィスができました
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◀ラオスは多民族国
家。少数民族ごとのパ
レードも。

▶ミス・ルアンパバーン
のパレードはお正月の
大イベント。


